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（論文題名） 
Selective Neck Dissection and Survival in Pathologically Node-
Positive Oral Squamous Cell Carcinoma. 
















Level  IVまで含めた Extended SOHNDを考慮してもよいとするものや、Level  Iに




（研究方法）   








組織化学的所見（Tumor budding、CD8 陽性細胞密度、浸潤様式、Worst pattern of 
invasion：WPOI )の 18項目に対して、カプランマイヤ－法で生存率を算出し、log-rank





の 3 項目であった。log-rank 検定で有意差を認めた各項目を Cox 比例ハザードモデル
で解析した結果、OS、DSSともに転移陽性リンパ節数が独立因子として抽出された。 
本研究から、Level Iおよび Level II に限局した頸部転移リンパ節数が 2個までの症
例には SNDで対応できることが示唆された。 
（結論） 
   口腔癌 N1 症例、stage III までが SND のよい適応であり、さらに直径 3cm 以下で
頸部転移リンパ節数２個以下の N2b および N2c、stage IVA の一部へ適応を拡大でき
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本研究から Level I および Level II に限局した2個以下の転移リンパ節症例には、選択的頸部郭
清術として肩甲舌骨筋上頸部郭清術を適用できることが明らかになった。Stage III 口腔癌が選択的頸
部郭清術の良い適応であり、さらには直径３㎝以下で２個以下の転移リンパ節を有する Stage IVA口腔
癌の一部にも適応拡大できることが示唆された。 
これらの研究成果は、口腔癌患者の選択的頸部郭清術の新たな適応基準として実臨床に繋がる知見
であり、博士（医学）の学位授与に値するものと審査委員全員から評価をいただいた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
